
 

令和６年度第２回川崎市地域自立支援協議会全体会議 
次 第  

 
日   時：令和 7 年 3 月 19 日（水）10 時 00 分〜11 時 30 分 
開 催 方 法：対面 
会   場：川崎市役所本庁舎 ホール 

 
開会 
委員・事務局紹介 
 
 
議事 
【協議事項】 
   １  障害分野における地域づくり検討会議について 
  
   ２ 令和 6 年度市及び区協議会の実施状況について 
 
 
その他 
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座席表 
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資料２−１ 市地域自立支援協議会年間実施報告について 
資料２−２ 川崎区地域自立支援協議会年間実施報告について 
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資料２−４ 麻生区地域自立支援協議会年間実施報告について 
 
参考資料１ 川崎市地域自立支援協議会設置要綱 
参考資料２ 区地域自立支援協議会年間実施報告書（７区） 
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【その他、次年度に向けて】
 令和５年度市協議会全体会議において、令和６年度以降の本市協議会の方向性を整理したことを踏ま
え、今年度は各区協議会における個別事例を通じた地域課題の検討を中心に取組みを進めた。次年度
は、今年度の取組みを通して各区から抽出・整理された市レベルで検討する課題の解決に向けた検討に
ついても区協議会の取組みと併せて進める（必要に応じて市専門部会の立ち上げも検討）。
 また、かわさきノーマライゼーションプランの次期計画策定を見据え、協議会からの意見提出に向け
た検討も行う。

市企画運営会議

７回開催

４月２４日
５月２２日
７月２４日
８月２８日

１１月２７日
１月２２日
２月２６日

※１月は書面開催

・市協議会の運営管理
・市協議会の年間実施計画の作成、振り返り
・各区協議会の活動状況の共有
・かわさきノーマライゼーションプラン計画策定を見据えた
協議会活動についての意見交換
・令和６年度障害者相談支援従事者現任研修における研修構
造の一部運用変更に関する報告
・「ソーシャルワーク実践のためのパターン・ランゲージ」
の協議会における活用についての意見交換
・地域づくり検討会議の進捗状況報告、意見交換
・神奈川県障害者自立支援協議会における協議内容の共有

市専門部会 令和６年度については未設置

市全体会議

　　２回開催

①令和6年10月30日
②令和7年3月19日

①令和6年10月30日
本市協議会の今後の方向性、協議会の取組状況、地域づくり
検討会議について協議。本市の重層的な相談支援体制の中核
を担う地域リハビリテーションセンターと基幹相談支援セン
ターに求められる役割を踏まえた地域づくりや協議会の在り
方について意見交換。

②令和7年3月19日
地域づくり検討会議を踏まえたその後の取組・活動内容報
告、市・区協議会の取組及び次年度の方向性について協議。

令和６年度川崎市地域自立支援協議会　年間実施報告書

作成日：令和７年２月２６日

実施日時 内容・まとめ等

様式9-2
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市企画運営会議

毎月第４水曜日
午後

※時間は議題に
より変動

（6,9,12,3月を
除く）

・市協議会の運営管理
・市協議会の年間実施計画の作成、振り返り
・市レベルで対応する地域課題に対する取組手法の
　決定、取組状況の進捗管理
・市部会の設置、廃止の決定
  (市部会の協議内容の進捗管理)
・区協議会の情報交換
・その他、市協議会の運営に関すること
・「川崎市地域自立支援協議会運営の手引きVer.3」による
  運営状況の把握、必要な対応の検討
・障害者相談支援体制の評価・検証の具体的方法の検討

市専門部会 未設置（年度途中での部会立ち上げの可能性あり）

市全体会議 年２～３回程度

・市協議会の取組に関する意見聴取
・地域における関係機関の連携強化、社会資源の開発・
　改善等に向けた協議
・市障害福祉計画（かわさきノーマライゼーション
　プランとして一体的に策定）の進捗状況の把握
・相談支援体制の評価・検証

令和７年度川崎市地域自立支援協議会　年間実施計画書

作成日：令和７年２月２６日

予定日時 内容・計画等

様式9-1
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区企画運営会議

計12回実施
 
4月9日、5月14日、
6月11日、8月13日、
10月8日、11月12日、
12月10日、3月11日
各回：14：00～15：30

7月9日、9月10日、
1月14日、2月18日
各回：15：30～16：00

1月14日
16：00～16：30

 

主な内容
・区年間計画書作成、区年間報告書作成
・当会議取組み体制の協議
・当会議の運営準備、各会議の進捗管理
・地域課題スクリーニング担当設置し取組み
・各会議の協議検討
・市地域自立支援協議会企画運営会議の実施状況の共有
・定例会、相談支援事業所連絡会担当設置し準備、企画等
　取組み
・ワーキング設置の検討をし設置
・年間活動の振り返り等を、評価

スクリーニング
計7回実施

5月14日、6月11日、
7月9日、8月13日、
14：25～15：15

7月9日
15：30～15：45

10月31日、11月19日
令和7年2月21日
16：00～17：00

・令和6年度の地域問題、地域課題の抽出
・区レベル、市レベルで対応する取組み手法（案）の
進捗管理

令和6年度川崎区地域自立支援協議会　年間実施報告書

作成日：令和7年 3月 6日

実施日時 内容・まとめ等

区定例会

計2回実施

第1回：9月10日
第2回：2月18日
各回：14：00～15：30

 

第1回
主な内容：地域自立支援協議会の体制・目的等、説明
　　　　　令和6年4月～令和6年度8月までの活動報告
　　　　　交流会：意見交換
　　　　　テーマ：つながりあう地域をつくる

第2回
主な内容：地域自立支援協議会の体制・目的等、説明
　　　　　令和6年度9月～令和7年度1月までの報告
　　　　　交流会：意見交換（意見聴取）
　　　　　～川崎区地域自立支援協議会ワーキング取組～
　　　　　テーマ：どう探す？グループホーム！
　　　　　　　　　あったらいいなこんなツール

相談支援事業所
連絡会

計3回実施

第1回：7月9日
14:00～15:30
第2回：10月22日
第3回：1月14日
各回：14：00～16:00
　

第1回
主な内容：成年後見制度について

第2回（川崎区幸区合同連絡会）
主な内容：令和6年度　障害福祉サービス等報酬改定
　　　　　について
第3回
主な内容:「パターンランゲージ」の手法を用いた
　　　　　事例検討会

・取り組めていない区レベルの地域課題の整理並びに取組み

ワーキング

計7回実施
(令和7年3月7日含）

7月16日
各回：14；30～15:30

8月13日、9月17日、
10月29日、1月28日
各回：15:30～16:30

12月10日
16:00～17：00

令和7年3月7日
15：00～17：00
（実施予定）

詳細は「ワーキング実施報告書」に記載

【その他、次年度に向けて】

・区の地域問題の抽出、地域課題の抽出

様式２ー２
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残された課題
・GHの情報だけでなく障害福祉サービスの情報（通所先、ヘルパーなど）も上記の
ように情報を得にくいとの意見もあり（定例会の結果）、掲示板のようなものがあ
れば市民にも情報が行き届くと考えられた。

取組成果

・川崎区自立支援協議会・定例会にてグループワークで意見徴収を行なった。（意
見については別紙報告書を作成し、川崎区自立支援協議会企画運営会議に提出・報
告した。）
・川崎区自立支援協議会・定例会に川崎市健康福祉局の障害計画課・障害福祉課・
施設指導課の係長が出席し、グループワークでの意見徴収の場を視察した。グルー
プ発表の後に川崎市の本庁（障害計画課・障害福祉課・施設指導課・精神保健課）
でグループホームの課題について取り組んでいくとの発言があった。
・第７回市民がグループホームの情報を知ることができるようになるワーキングに
て、解決に向けた方向性を再確認し、①地域課題スクリーニング票の『取組のレベ
ルと取組手法』項目の『所管部署等に課題を伝えた』、②川崎市地域自立協議会の
企画運営会議に報告・提案する、の２点でワーキング活動を達成したとの結論とな
り、年度末をもって活動を終了することとなった。

目標 市民がグループホームの情報を知ることが出来るようになる。

取組経過

・ワーキング活動を計７回実施した。
・他県・他市区町村ではGHの情報をインターネットで簡単に検索できるシステム(み
なと障害者支援アプリ、熊本市住まいプラグ等)があるが、川崎市の障害福祉情報
サービスかながわ(通称：らくらく)では、GHの名所・場所・連絡先・主たる障害し
か得ることができない。(定員・空き情報・条件・費用等がわからない)
・らくらくへの情報は市側でしか掲載できず、事業所は口コミやFAX、ホームページ
上に載せて情報を開示しているのが現状である。
・上記を経て、利用者を支援する支援者(事業所や相談支援専門員、行政職員などを
含む)もGHに１件１件電話をして、定員・空き情報・条件・費用等を問い合わせてい
る。結果として市民がGHの情報を得ることができていないことがわかった。

○解決に向けた方向性
・川崎区レベルでの取り組みではなく、市及び障害計画課等を交えて現状の課題を
共有し、川崎市民に必要な情報が調べられるシステムやツールを開発することの必
要性を求めていくこととなり、協議・検討の結果、川崎区地域自立支援協議会・定
例会にて意見徴収を行う事とした。

　　川崎区地域自立支援協議会
令和６年度　市民がグループホームの情報を知ることが出来るようになるワーキング

実施報告書

地域課題
当事者本人、家族がひとり暮らしの生活イメージを持てる機会や仕組みがあれば、
グループホームでの生活を考えた際、グループホームが探しやすくなる。

様式7-2
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【その他、次年度に向けて】

中長期のテーマとして「知ろう」「考えよう」「やってみよう」をかかげ、令和7年度は「知ろう」を
中心に活動を行なっていく。具体的な取組みは、令和6年度の活動より見えてきた課題に対して定例会
にて意見を聞き令和7年度の活動に生かして行く。

令和6年度中原区地域自立支援協議会　年間実施報告書

実施日時 内容・まとめ等

作成日：令和7年2月19日

区企画運営会議

12回開催

4月10日、5月8日、
6月12日、7月10日、
8月7日、9月11日、

10月9日、11月13日、
12月11日、1月8日、

2月12日、3月12日（予
定）

4～7月9：00～11：00
8～12月10：30～12：

00
1.2月9：00～11：00

・川崎市地域自立支援協議会の報告等について
・区定例会に関する検討
・事業所連絡会に関する検討認
・地域課題解決に向けての移行期支援班設置の協議及び活動
報告検討
・地域課題抽出から整理を検討するための課題整理班の設置
の協議及び活動報告検討
・スクリーニング表の地域問題、地域課題の明確化と取組み
手法の検討
・学校de移行ワーキング設置の検討
・令和7年度移行の方針及び令和7年度の方針を検討決定

区定例会

3回開催

5月28日、9月24
日、2月25日

各回
14：00～16：30

(第1回)
・令和5年度の取組み報告
・グループディスカッションにてネットワークづくり及び地
域の困りごと交換会
(第2回）
・令和6年度取組みの途中経過報告
・第1回定例会グループディスカッション内容を基に地域課題
を深める意見交換会
(第3回　予定)
・令和6年度取組み報告
・中原区地域課題を共有と地域課題抽出プロセスの説明と体
験
・令和7年度の方針の報告及び取組みの意見出し

相談支援事業所連絡
会

3回開催

5月28日、8月27
日、11月26日

各回
14：00～16：30

(第1回)
・令和5年度の取組み報告
・グループディスカッションにてネットワークづくり及び地
域の困りごと交換会
(第2回)
協力機関　総合リハビリテーション推進センター
・パターンランゲージ使い方講座
・パターンランゲージ体験及び事例検討
(第3回)
協力機関　総合リハビリテーション推進センター
・パターンランゲージ使い方講座②
・パターンランゲージを活用して指定特定相談支援事業所提
出事例の検討

学校de移行ワーキン
グ

中原支援学校との
座談会2回開催
1回目：10月21日
2回目：１月22日

各回：16:15～17:00

中原支援学校との
打ち合わせ　3回
7月16日，9月26日

12月11日
振り返り１回

1月30日

（第1回）
・知的部門高等部の各学年のクラス担任、進路担当の
　30名弱の教員が参加
・ミニ講座（相談支援体制について）
・担当学年ごとに座談会実施
（第2回）
・肢体部門の通級、訪問級の高等部3年担任中心に
　教員8名が参加
・ミニ講座（相談支援体制について）
・出席者全体で座談会実施

様式3-2
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年度の途中でのワーキング設置の為、準備期間、当日の開催時間も十分では
なかった。次年度は、学校との連携において、ワーキングのあり方、目標や
活動内容の確認、開催時期等の調整を行っていく。

●座談会を通して、学校と地域支援者と顔を合わせる機会を作った。
●知的部門では、障害児から障害者の移行に向けて相談支援体制、障害福祉
制度やサービス等について知識を深める必要性を感じていることを認識する
ことができた。
●肢体部門では、障害児から障害者の移行後も本人、家族が可能な限り現状
の生活スタイルを維持していく、そのための医療・障害福祉等サービスの情
報や具体的なエピソード紹介、共有を挙げられ、知的部門との課題の違いが
あることを認識することができた。

●7月よりワーキング設置し活動開始。
●中原支援学校との座談会を２回開催
　1回目：令和6年10月21日（知的部門）2回目：令和7年１月22日（肢体部門）
●座談会開催に向けて中原支援学校教員との打ち合わせを３回実施。
　支援学校教員も交えて振り返りを令和7年1月30日に実施。
●学校側との打ち合わせで、学校側の知りたいこと、相談支援側から伝えた
いことを確認し、ミニ講座（川崎の相談支援体制）＋座談会での形式で実施
した。
●座談会で学校側が感じている困り感、現状、課題について意見交換を行
い、共有した。

残された課題

取組成果

取組経過

●支援学校の先生を対象とした交流等を通じて、支援学校との連携を強化す
る。
●まずは、中原区にある支援学校として、当区地域自立支援協議会定例会に
も参加いただいている中原支援学校と、当該取組を進めていくこととする。

支援学校の先生が障害福祉サービスの内容等の理解を通じて、学校での移行
期（児から者への移行における）支援の円滑な実施や支援機関とのスムーズ
な連携を行えるようにしていく。

　中原区地域自立支援協議会　令和6年度学校de移行ワーキング実施報告書

地域課題

目標

様式7-2
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【その他、次年度に向けて】　「地域活動見える化」計画参照

令和6年度麻生区地域自立支援協議会　年間実施報告書

実施日時 内容・まとめ等

作成日：令和7年2月10日

区企画運営会議

１2回開催

毎月第1水曜日
15：00～17：00
（4月3日、5月1

日、6月5日、7月3
日、8月7日、9月4
日、10月2日、11
月6日、12月4日、
1月8日、2月5日、

3月5日）

・市協議会についての報告
・地域課題の共有・検討

・定例会の内容検討
・北部相談支援事業所連絡会についての確認・報告

・ワーキング活動の進捗状況についての確認
・次年度の活動についての検討

区定例会

2回開催

7月11日（木）
2月 3日（月）

①7月11日
麻生区地域自立支援協議会についての説明

令和6年度活動予定説明
グループごとに意見交換「お互いを知ろう」

参加者：事業所・当事者家族38名＋事務局13名、全体51名

②2月3日
麻生区協議会令和6年度活動報告

令和7年度活動予定説明
麻生区危機管理担当による「防災出前講座」
参加者：事業所30名＋事務局12名、全体42名

相談支援事業所連絡
会

5回開催

6月26日、8月27
日、10月21日、12
月11日、2月12日

多摩区と合同で北部相談支援事業所連絡会として実施。

①（通算）第6回令和6年6月26日（水）
16事業所23名　全体44名
地域相談支援センターひまわり　小野寺氏より事例提供
ゲスト：百合丘包括支援センター佐藤氏
「高齢の両親と障害の本人を高齢と障害で連携し手支援したケース」

②第7回令和6年8月27日（火）
11事業所15名　全体31名
地域相談支援センター柿生　漆山氏より事例提供
「意思表明の真意に疑問がある方へのアプローチについて」

③第8回令和6年10月21日（火）
14事業所18名　全体34名
地域相談支援センターいろはにこんぺいとう　篠田氏
れんげ草　山本氏　GHなかのしま　酒井氏　より事例提供
「地域生活を送る軽度知的障害の方へ支援チームと違う働きかけがあった中で連携したケースについ
て」

④第9回令和6年12月11日（月）
14事業所24名　全体47名
計画相談たまフレ！田中氏より事例提供
「就労移行支援事業所に通う利用者と支援者の距離の取り方について」

⑤第10回令和7年2月12日（水）
12事業所15名　全体29名
アライフ相談室　岡野氏より事例提供
「就労を希望する重複障害を抱えた方の支援について」

事務局会議：令和6年4月18日、6月6日、7月29日、9月24日、11月13日、令和7年1月14日、3月11日

グループホームワーキング
居宅介護ワーキング

１2回開催

毎月第3水曜日
詳細は「ワーキング実施報告書」参照

様式3-2
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　　麻生区地域自立支援協議会　令和6年度グループホームワーキング実施報告書

地域課題

麻生区は障害者のグループホームが他区に比べて少ないため、これまでもグループホームのニーズが高かった地域であ
る。今後、地域包括ケアシステムが推進され、精神科病院や入所施設からの地域移行が促進される中で、受け皿として
のグループホームの役割がますます重要になってくると考えられている。
しかし現状として、行動障害のある方や支援困難は人はグループホーム入居が難しく、またそもそも需給のバランスが
とれていないため、住み慣れた地域での生活を望みつつも、遠方のグループホームを利用せざるを得ない状況の方もい
る。

取組成果

・連絡会を通じて、意見交換や情報共有することで利用者支援の困り感やノ
ウハウを共有することができた。
・ワーキングにGH職員が参加することで、現場の声を吸い上げ、共有するこ
とができた。
・今後の運営について、GH職員から直接話を聞くことができ、より現場に即
した運営方法について検討することができた。
・GH職員がワーキングに参加することで、互助会や地域連携会議に活かす
等、今後の連携強化に向けた取り組みを具体的に検討することができた。

残された課題

今後、連絡会等に協議会としてどの様に関わっていくのか、方向性がまだ定
まっていない。

目標
グループホームの利用者支援の困り感やノウハウを共有し、グループホーム
利用者がより安心して地域の中で生活できるようになる。

取組経過

・9月10日にグループホーム連絡会開催し、4事業所5名が参加し意見交換
行った。
・11月のワーキングからGH3事業所、職員3名が参加するようになった。
・1月28日に2回目の連絡会を企画したが、障施協GH分科会と日程が重なり、
中止した。

様式7-2
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　　麻生区地域自立支援協議会　令和６年度居宅介護ワーキング実施報告書

地域課題
居宅介護を利用したいが、ヘルパー不足やヘルパーが対応できることに限り
があるとして断られることがある。

取組成果

・アンケート実施により、事業所・利用者双方の思いを確認でき、事業所の
困り感や課題としていることを把握できた。
・アンケート結果をフィードバックすることで、それぞれの思いを共有する
ことができた。
・座談会を通じ、当事者の感謝の気持ちを事業所の方に伝えることができ、
ヘルパーの困り感を当事者の方に伝えることができた。
・茶話会を開催し、現場のヘルパーの思いを共有し、人材不足や研修費用な
どに課題があることを改めて確認した。

残された課題

実働しているヘルパーの声を吸い上げたいが、ヘルパーは実働時間のみの給
料のため座談会や茶話会を企画しても参加が難しく、ヘルパーの孤立の解消
が難しいという課題が見えた。

目標
利用者と居宅介護事業者、ヘルパーとの相互理解を深める。
支援者同士の関係を強化する。

取組経過

・6月・7月・8月に利用者・事業所それぞれにアンケート実施。利用者4名、
12事業所から回答を得た。
・アンケートの結果をもとに、11月14日「当事者と居宅介護事業所との座談
会」開催。当事者1名、5事業所8名の方が参加。
・アンケート、座談会の様子を各事業所に書面にてフィードバックした。
・事業所同士の連携強化を目的として2月26日「居宅介護事業所茶話会」開
催。3事業所4名の方が参加した。

様式7-2
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区企画運営会議

計12回実施
 
4月9日、5月14日、
6月11日、8月13日、
10月8日、11月12日、
12月10日、3月11日
各回：14：00～15：30

7月9日、9月10日、
1月14日、2月18日
各回：15：30～16：00

1月14日
16：00～16：30

 

主な内容
・区年間計画書作成、区年間報告書作成
・当会議取組み体制の協議
・当会議の運営準備、各会議の進捗管理
・地域課題スクリーニング担当設置し取組み
・各会議の協議検討
・市地域自立支援協議会企画運営会議の実施状況の共有
・定例会、相談支援事業所連絡会担当設置し準備、企画等
　取組み
・ワーキング設置の検討をし設置
・年間活動の振り返り等を、評価

スクリーニング
計7回実施

5月14日、6月11日、
7月9日、8月13日、
14：25～15：15

7月9日
15：30～15：45

10月31日、11月19日
令和7年2月21日
16：00～17：00

・令和6年度の地域問題、地域課題の抽出
・区レベル、市レベルで対応する取組み手法（案）の
進捗管理

令和6年度川崎区地域自立支援協議会　年間実施報告書

作成日：令和7年 3月 6日

実施日時 内容・まとめ等

区定例会

計2回実施

第1回：9月10日
第2回：2月18日
各回：14：00～15：30

 

第1回
主な内容：地域自立支援協議会の体制・目的等、説明
　　　　　令和6年4月～令和6年度8月までの活動報告
　　　　　交流会：意見交換
　　　　　テーマ：つながりあう地域をつくる

第2回
主な内容：地域自立支援協議会の体制・目的等、説明
　　　　　令和6年度9月～令和7年度1月までの報告
　　　　　交流会：意見交換（意見聴取）
　　　　　～川崎区地域自立支援協議会ワーキング取組～
　　　　　テーマ：どう探す？グループホーム！
　　　　　　　　　あったらいいなこんなツール

相談支援事業所
連絡会

計3回実施

第1回：7月9日
14:00～15:30
第2回：10月22日
第3回：1月14日
各回：14：00～16:00
　

第1回
主な内容：成年後見制度について

第2回（川崎区幸区合同連絡会）
主な内容：令和6年度　障害福祉サービス等報酬改定
　　　　　について
第3回
主な内容:「パターンランゲージ」の手法を用いた
　　　　　事例検討会

・取り組めていない区レベルの地域課題の整理並びに取組み

ワーキング

計7回実施
(令和7年3月7日含）

7月16日
各回：14；30～15:30

8月13日、9月17日、
10月29日、1月28日
各回：15:30～16:30

12月10日
16:00～17：00

令和7年3月7日
15：00～17：00
（実施予定）

詳細は「ワーキング実施報告書」に記載

【その他、次年度に向けて】

・区の地域問題の抽出、地域課題の抽出

様式２ー２
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残された課題
・GHの情報だけでなく障害福祉サービスの情報（通所先、ヘルパーなど）も上記の
ように情報を得にくいとの意見もあり（定例会の結果）、掲示板のようなものがあ
れば市民にも情報が行き届くと考えられた。

取組成果

・川崎区自立支援協議会・定例会にてグループワークで意見徴収を行なった。（意
見については別紙報告書を作成し、川崎区自立支援協議会企画運営会議に提出・報
告した。）
・川崎区自立支援協議会・定例会に川崎市健康福祉局の障害計画課・障害福祉課・
施設指導課の係長が出席し、グループワークでの意見徴収の場を視察した。グルー
プ発表の後に川崎市の本庁（障害計画課・障害福祉課・施設指導課・精神保健課）
でグループホームの課題について取り組んでいくとの発言があった。
・第７回市民がグループホームの情報を知ることができるようになるワーキングに
て、解決に向けた方向性を再確認し、①地域課題スクリーニング票の『取組のレベ
ルと取組手法』項目の『所管部署等に課題を伝えた』、②川崎市地域自立協議会の
企画運営会議に報告・提案する、の２点でワーキング活動を達成したとの結論とな
り、年度末をもって活動を終了することとなった。

目標 市民がグループホームの情報を知ることが出来るようになる。

取組経過

・ワーキング活動を計７回実施した。
・他県・他市区町村ではGHの情報をインターネットで簡単に検索できるシステム(み
なと障害者支援アプリ、熊本市住まいプラグ等)があるが、川崎市の障害福祉情報
サービスかながわ(通称：らくらく)では、GHの名所・場所・連絡先・主たる障害し
か得ることができない。(定員・空き情報・条件・費用等がわからない)
・らくらくへの情報は市側でしか掲載できず、事業所は口コミやFAX、ホームページ
上に載せて情報を開示しているのが現状である。
・上記を経て、利用者を支援する支援者(事業所や相談支援専門員、行政職員などを
含む)もGHに１件１件電話をして、定員・空き情報・条件・費用等を問い合わせてい
る。結果として市民がGHの情報を得ることができていないことがわかった。

○解決に向けた方向性
・川崎区レベルでの取り組みではなく、市及び障害計画課等を交えて現状の課題を
共有し、川崎市民に必要な情報が調べられるシステムやツールを開発することの必
要性を求めていくこととなり、協議・検討の結果、川崎区地域自立支援協議会・定
例会にて意見徴収を行う事とした。

　　川崎区地域自立支援協議会
令和６年度　市民がグループホームの情報を知ることが出来るようになるワーキング

実施報告書

地域課題
当事者本人、家族がひとり暮らしの生活イメージを持てる機会や仕組みがあれば、
グループホームでの生活を考えた際、グループホームが探しやすくなる。

様式7-2
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【その他、次年度に向けて】

・スクリーニングシートを定期的に作成する場を検討する。
・企画運営会議を3年間、区・基幹が進行。企画運営会議構成員が進行を巡回する。
・定例会では、協議会の活動報告を定例で行うようにする。

精神障害者への家事
援助に関するワーキ

ング

計１１回実施

4月9日、5月28
日、6月11日、7月
9日、8月27日、9
月10日、10月8

日、11月12日、12
月10日、1月14
日、3月11日

詳細は「ワーキング実施報告書」に記載

区企画運営会議

計１１回実施

4月9日、5月28
日、6月11日、7月
9日、8月27日、9
月10日、10月8

日、11月12日、12
月10日、1月14
日、3月11日

・市地域自立支援協議会企画運営会議の活動状況の共有
・区企画運営会議、区定例会、相談支援事業所連絡会の
年間実施計画・日時・参加者を決定、活動を実施、振り
返り、評価
・ワーキング設置の検討
・地域課題スクリーニングの検討
・区レベルで対応する地域課題に対する取組手法の決
定、取組状況の進捗管理
・今年度の振返り、次年度計画協議
を行った。

相談支援事業所連絡
会

計４回実施

７月２３日
９月２４日

１０月２２日
２月２５日

・第１回「計画相談支援の現状について」
・第２回「相談支援事業所と区内通所事業所との情報共
有・意見交換会」定例会合同開催
・第３回「令和６年度障害福祉サービス等報酬改定につ
いて」川崎区との合同開催
・第４回「事例検討：加算について学ぼう　情報共有・
意見交換会」

令和６年度　幸区地域自立支援協議会　年間実施報告書

作成日：令和７年２月２５日

実施日時 内容・まとめ等

区定例会

計２回実施

９月２４日
１月３１日

＜９月２４日　１３：３０～１５：３０＞
「相談支援事業所と区内通所事業所との情報共有・意見交換
会」相談支援事業所連絡会拡大Ver。指定特定、就労移行、就
労B、地活、生活介護、生活訓練の方々、合計１０名の方が参
加。各事業所の特徴を聴く機会がないので話しを聴けて良
かった。また参加したい等の感想をいただく。
＜１月３１日　１０：００～１２：００＞
居宅介護事業所との意見交換会・シンポジウム 精神障害者へ
の家事援助に関するワーキング拡大Ver『精神障害者を支援す
るうえで日頃、感じていること』
６事業所の方々が参加。２事業所の方々がシンポジウム登
壇。計８事業所。居宅介護事業所だけで抱え込まずに発信し
情報共有していきたい等の感想をいただく。

様式3-2
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【その他、次年度に向けて】

中長期のテーマとして「知ろう」「考えよう」「やってみよう」をかかげ、令和7年度は「知ろう」を
中心に活動を行なっていく。具体的な取組みは、令和6年度の活動より見えてきた課題に対して定例会
にて意見を聞き令和7年度の活動に生かして行く。

令和6年度中原区地域自立支援協議会　年間実施報告書

実施日時 内容・まとめ等

作成日：令和7年2月19日

区企画運営会議

12回開催

4月10日、5月8日、
6月12日、7月10日、
8月7日、9月11日、

10月9日、11月13日、
12月11日、1月8日、

2月12日、3月12日（予
定）

4～7月9：00～11：00
8～12月10：30～12：

00
1.2月9：00～11：00

・川崎市地域自立支援協議会の報告等について
・区定例会に関する検討
・事業所連絡会に関する検討認
・地域課題解決に向けての移行期支援班設置の協議及び活動
報告検討
・地域課題抽出から整理を検討するための課題整理班の設置
の協議及び活動報告検討
・スクリーニング表の地域問題、地域課題の明確化と取組み
手法の検討
・学校de移行ワーキング設置の検討
・令和7年度移行の方針及び令和7年度の方針を検討決定

区定例会

3回開催

5月28日、9月24
日、2月25日

各回
14：00～16：30

(第1回)
・令和5年度の取組み報告
・グループディスカッションにてネットワークづくり及び地
域の困りごと交換会
(第2回）
・令和6年度取組みの途中経過報告
・第1回定例会グループディスカッション内容を基に地域課題
を深める意見交換会
(第3回　予定)
・令和6年度取組み報告
・中原区地域課題を共有と地域課題抽出プロセスの説明と体
験
・令和7年度の方針の報告及び取組みの意見出し

相談支援事業所連絡
会

3回開催

5月28日、8月27
日、11月26日

各回
14：00～16：30

(第1回)
・令和5年度の取組み報告
・グループディスカッションにてネットワークづくり及び地
域の困りごと交換会
(第2回)
協力機関　総合リハビリテーション推進センター
・パターンランゲージ使い方講座
・パターンランゲージ体験及び事例検討
(第3回)
協力機関　総合リハビリテーション推進センター
・パターンランゲージ使い方講座②
・パターンランゲージを活用して指定特定相談支援事業所提
出事例の検討

学校de移行ワーキン
グ

中原支援学校との
座談会2回開催
1回目：10月21日
2回目：１月22日

各回：16:15～17:00

中原支援学校との
打ち合わせ　3回
7月16日，9月26日

12月11日
振り返り１回

1月30日

（第1回）
・知的部門高等部の各学年のクラス担任、進路担当の
　30名弱の教員が参加
・ミニ講座（相談支援体制について）
・担当学年ごとに座談会実施
（第2回）
・肢体部門の通級、訪問級の高等部3年担任中心に
　教員8名が参加
・ミニ講座（相談支援体制について）
・出席者全体で座談会実施
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年度の途中でのワーキング設置の為、準備期間、当日の開催時間も十分では
なかった。次年度は、学校との連携において、ワーキングのあり方、目標や
活動内容の確認、開催時期等の調整を行っていく。

●座談会を通して、学校と地域支援者と顔を合わせる機会を作った。
●知的部門では、障害児から障害者の移行に向けて相談支援体制、障害福祉
制度やサービス等について知識を深める必要性を感じていることを認識する
ことができた。
●肢体部門では、障害児から障害者の移行後も本人、家族が可能な限り現状
の生活スタイルを維持していく、そのための医療・障害福祉等サービスの情
報や具体的なエピソード紹介、共有を挙げられ、知的部門との課題の違いが
あることを認識することができた。

●7月よりワーキング設置し活動開始。
●中原支援学校との座談会を２回開催
　1回目：令和6年10月21日（知的部門）2回目：令和7年１月22日（肢体部門）
●座談会開催に向けて中原支援学校教員との打ち合わせを３回実施。
　支援学校教員も交えて振り返りを令和7年1月30日に実施。
●学校側との打ち合わせで、学校側の知りたいこと、相談支援側から伝えた
いことを確認し、ミニ講座（川崎の相談支援体制）＋座談会での形式で実施
した。
●座談会で学校側が感じている困り感、現状、課題について意見交換を行
い、共有した。

残された課題

取組成果

取組経過

●支援学校の先生を対象とした交流等を通じて、支援学校との連携を強化す
る。
●まずは、中原区にある支援学校として、当区地域自立支援協議会定例会に
も参加いただいている中原支援学校と、当該取組を進めていくこととする。

支援学校の先生が障害福祉サービスの内容等の理解を通じて、学校での移行
期（児から者への移行における）支援の円滑な実施や支援機関とのスムーズ
な連携を行えるようにしていく。

　中原区地域自立支援協議会　令和6年度学校de移行ワーキング実施報告書

地域課題

目標
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【その他、次年度に向けて】

７回開催
7月23日、9月24
日、
10月31日、12月2
日､
1月7日、2月5日、
3月5日

全体会として
2月12日高齢・障
害分野意見交換会
開催

地域課題
　地域生活を送る上で、複合的な生活課題や家族を含めた世帯支援を必要と
するケースが多くある。世代を超えた高齢者や児童の支援事業所が制度や支
援方針・手法、活用資源を理解し合う必要がある
取組の目的・目標
　地域包括支援センター・居宅介護支援事業所等の高齢支援者や児童期にお
ける支援者とお互いの業務を知り、円滑な連携を行えるようにする
・2/12（水）　「高齢分野と障害分野の意見交換会」を全体会として開催
・対象：地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、
　　　　指定特定相談支援事業所、区ケースワーカー、中部リハセンター
　　　　地域相談支援センター、基幹相談支援センター
・参加：全体47名（高齢25名、障害22名）
・「介護保険への移行」と「8050世帯の支援」の2事例をグループワーク
・事例を通して、それぞれの分野の支援や手法について共有

・企画運営会議の時間について、協議や議論を深めるため30分延長する。
・相談支援事業所連絡会は、区単独開催と他区合同での連絡会を開催予定
・包括的相談支援ワーキングは名称を変更し、高齢分野との連携ワーキングという名称で取組継続。

令和６年度高津区地域自立支援協議会　年間実施報告書

実施日時 内容・まとめ等

作成日：令和７年３月５日

区定例会
1回開催

2月25日

取組の目的・目標
　区内の関係者と地域課題の共有及び相互の連携強化等を図る
主な内容
　①区レベルで対応する地域課題のうち、必要な地域課題についての共有、
意見聴取、②区企画運営会議、区ワーキングにおける協　議事項についての
報告、共有、③情報伝達、研修、④参加者間の交流、ネットワークづくり
・10月に開催予定だったが、会場都合で2月25日（火）に開催
・日中支援事業所同士のネットワークづくりと相談支援機関との連携の推進
を目的に開催
・対象：区内49日中支援事業所
・参加：日中支援19事業所18名、相談分野15名、全33名
・情報収集：21事業所が施設情報をグーグルフォームにて入力に協力
・GWで、「利用者支援」「事業所運営」「人材確保・育成」「他機関連携」
のテーマを提示し、各事業所での困り感や取組み等の意見交換実施

区企画運営会議

12回開催

4月10日、5月1
日、
6月5日、7月3日、
8月7日、9月4日、
10月2日、11月6
日、
12月4日、1月8
日、
2月5日、3月5日

取組の目的・目標
　区協議会の円滑な運営
主な内容
　区協議会全体の年間実施計画の作成、活動を実施、振り返り、評価　、
地域課題スクリーニング　、　区レベルで対応する地域課題に対する取組手
法の決定、取組状況の進捗管理　、　ワーキングの設置・廃止の決定、各
ワーキングにおける協議内容の進捗管理　、　市協議会への報告、意見取り
まとめ　、　その他区協議会の運営に関すること
・毎月第1水曜日13：30～14：30で実施
・事業所連絡会の企画検討を実施
・定例会の企画検討を実施
・包括的相談支援ワーキングの今年度の内容進め方検討を実施
・地域課題抽出の進め方検討、課題抽出スクリーニング表への落とし込み実
施
・メーリングリストの活用方法検討、対応策・広報を実施

相談支援事業所連
絡会

2回開催

7月23日、1月28日

取組の目的・目標
　区内の相談支援事業所等の連携強化及び人材育成等を図る
主な内容
・事業所の支援状況等について共有し、事業所間の交流を深める
・相談支援に関する意見交換
・障害福祉サービスの情報交換（制度、報酬改定等）
・事例検討　 ・悩みごと相談会
●第1回　7月23日（火）13：30～開催
・主担当（すいせん）、他役割を決めて実施
・事業所紹介シートを用いた各事業所紹介
・ミニお悩み相談会をグループワークにて実施
●第2回　1月28日（火）13：30～開催予定
・グループ毎にその場で取り組み事例を挙げて
グループワークを実施

包括的相談支援
ワーキング
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地域包括支援センター・居宅介護支援事業所等の高齢支援者や児童期にお
ける支援者とお互いの業務を知り、円滑な連携を行えるようにする。

地域生活を送る上で、複合的な生活課題や家族を含めた世帯支援を必要と
するケースが多くある。世代を超えた高齢者や児童の支援事業所が制度や
支援方針・手法、活用資源を理解し合う必要がある。

　　高津区地域自立支援協議会
令和６年度包括的相談支援ワーキング実施報告書

地域課題

目標

今回の意見交換会のアンケート結果から、このような機会を継続して欲し
いとの声が高齢分野、障害分野の双方の方々からあがっていたので、高齢
と障害の分野を超えた集いの来年度以降の継続について検討していく。

●地域包括支援センターと地域型、基幹型相談支援センター、区役所（高
齢と障害の各担当）が事務局となり、分野を超えたネットワーク作りにつ
いて検討を重ねた結果、全体会として、地域包括支援センター、居宅介護
事業所、指定特定相談支援事業所、区ケースワーカー、地域相談支援セン
ター、基幹相談支援センター、中部リハセンターといった幅広い分野の事
業所の方々が参加する会を開催することができた。
●65歳で障害から介護へとサービスを移行する方への支援の引継ぎがス
ムーズに移行できた好事例ケースと、8050世帯の支援に今取り組んでいる
といった現在支援進行中のケースを取り上げ、それぞれの視点から支援の
ポイントや工夫の仕方とその相違について理解を深めることができた。事
例を通して、それぞれの分野の支援や手法について共有することができ
た。障害分野の方と高齢分野の方がほぼ半々の人数で約50名規模という多
くの参加者が集う会となり、高津区内の分野を超えたネットワーク作りに
貢献することができたのではないかと考えられる。
●参加人数：全体47名（高齢分野25名、障害分野22名）

今年度の取り組みとしては、全７回開催。開催日時は、7月23日、9月24
日、
10月31日、12月2日､1月7日、2月5日、3月5日の午前中を使って実施。
また、全体会として、2/12（水）に「高齢分野と障害分野の意見交換会」
を開催。対象は、地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、指定特定
相談支援事業所、区ケースワーカー、地域相談支援センター、基幹相談支
援センター、中部リハセンター。参加人数としては47名の方が参加（内
訳：高齢25名、障害22名）。内容としては、「介護保険への移行期のケー
ス（障害分野から事例提供）」と「8050世帯の支援（高齢分野から事例提
供）」の2事例をグループワークする形で実施。

残された課題

取組成果

取組経過
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【その他、次年度に向けて】

・5月：宮前区エリアの社会資源（フォーマル・インフォーマ
ル）に関して情報共有ワーク
・8月：計画相談支援プロセスの再確認及びケアマネジメント
で工夫していること等、日頃の相談支援を通しての困りごと、
疑問点等についてグループワーク
・9月：事例検討会（指定計画相談より提供）
・1月：事例検討会（9月事例を用い、ストレングスの活用を意
識）

包括的相談支援ワー
キング

計4回開催

6月4日,7月9日
10月1日、11月19日

14:00～16:00

制度の狭間にある方や複雑化・複合化する世帯に対して、障害
者の支援体制だけでは対応が困難という課題。児童・障害・高
齢分野の相談専門職がお互いの制度を理解し、互いに顔の見え
る関係性を築くことで、地域住民が住み慣れた地域で生活を送
り、切れ目のない重層的な連携した支援を目指すことを目的と
して活動。
高齢分野：地域の実情に合わせてより効果的な取組みの検討が
行えるよう、地域相談支援センター担当エリアごとに、そのエ
リアを担当する地域包括支援センターと地域課題等について意
見・情報交換、今後の連携について交流会を実施（6月,7月,10
月)。
児童分野：西部地域療育センター・子ども発達・相談センター
と地域課題等について意見・情報交換、今後の連携について交
流会を実施（11月)。

・包括的相談支援ワーキングは今年度で終了し、各地域相談支援センターエリアごとに取り組みを実施す
る。

相談支援事業所連
絡会

計4回開催

5月28日,8月27日
9月17日,1月21日

14:00～16:00

令和６年度宮前区地域自立支援協議会　年間実施報告書

実施日時 内容・まとめ等

区企画運営会議

計12回開催

4月9日,5月7日
6月18日,7月16日
8月6日,9月3日

10月15日,11月19日
12月3日,1月7日
2月4日,3月4日

14:30～17:00

・各種会議報告、定例会、相談支援事業所連絡会、包括的相談
支援ワーキング取組み内容協議、実施後の振り返りを実施。
・地域課題スクリーニング表(1)について共通認識し、(2)につ
いて協議。年度末にワーキングで取り扱う地域課題について検
討。

区定例会

計1回開催

12月17日

14:00～16:30

・区企画運営会議、区ワーキングにおける協議事項についての
報告、共有として、区地域自立支援協議会説明及び宮前区地域
自立支援協議会取組報告
・障害者福祉の現状・課題について共有、意見交換及び参加者
間の交流、ネットワークづくりとして対話型ワークショップを
実施。
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取組成果

○高齢分野
・お互いの機能や高齢者と障害者支援の違い、障害者の介護保険移行に関す
る支援等についてお互いに課題として共通認識を持てたため、今後継続して
検討が必要という共通の認識を持てた。
・継続した関わりにより、お互いの機能や役割の理解につながり、連携しや
すくなるという期待感を持てた。
・各センターでの取り組みと並行して、全体での集まりも継続していくこと
共有。

○児童分野
・お互いの機能や計画相談支援や児童期に関する地域課題などの共有ができ
た。

宮前区地域自立支援協議会　令和６年度包括的相談支援ワーキング実施報告書

残された課題

○高齢分野
・地域相談支援センターエリアごとに、取り組めることから実施していき、
共に協議、実働した実績を積み上げていく方向だが、新たに会議体を設ける
のは難しい面もあるため、既存の会議体の活用を検討する必要がある。
・各地域相談支援センターごとの裁量ではなく、基幹相談支援センターも参
画し、実施目的などを明確にする必要がある（年度末に区全体で活動報告及
び課題の共有に結びつける）

○児童分野
・取組み成果としては不十分であったため、今後情報共有しながら児童に関
する地域課題などの共有や移行期の支援について、引き続き検討する。地域
療育センターは相談支援事業所連絡会に定期的に出席しているため、会前後
の時間帯の活用も視野に入れる。

地域課題
制度の狭間にある方や複雑化・複合化する世帯の課題について。従来の相談
支援体制では対応が困難

目標
高齢者支援機関や児童支援機関等、障害福祉分野以外の相談支援機関の役割
や支援方針やその手法に違いがあることを知り、円滑な連携を行う。

取組経過

○高齢分野
地域の実情に合わせて、より効果的な取組みの検討が行えるよう、地域相談
支援センター担当地区を１つのエリアとし、そのエリアを担当する地域包括
支援センターを対象とした交流会を実施。
6月：れもん、鷲ヶ峰・フレンド神木
7月：ポポラス、ビオラ宮崎、宮前平、レストア川崎
10月：シリウス、みかど荘・富士見プラザ
○児童分野
11月：西部地域療育センター・子ども発達・相談センター

上記の会にて、
・障害者相談支援センター説明（機能、役割等）
・地域包括支援センター説明（機能、役割等）
・区高齢障害課高齢者支援係・障害者支援係・精神保健係説明（機能、役割
等）
・各機関同士の現状（個別ケースの繋がり、定期的な会合の有無等）
・意見交換・情報交換
今後エリアごとでの会合、連携等について話し合い。

様式7-2

43



【その他、次年度に向けて】

・相談支援調整会議・GSV終了後に、課題整理の時間を設けたが、一つの課題から、複数課題
が抽出されたり、枝葉が広がり別の課題が抽出されることも多かった。そのため検討に時間
と手間がかかり、ワーキング化に至らなかった。次年度は多摩区で運用していた「課題
キャッチャー」は廃止し、地域相談支援センターが、担当者会議等に出席して個別課題を抽
出・共有するために、計画相談支援事業所へGSVへの参加依頼するなどの意見が出ている。

令和６年度多摩区地域自立支援協議会　年間実施報告書

実施日時 内容・まとめ等

作成日：令和７年２月１９日

区企画運営会議

1２回開催（予
定）

４月９日、５月７
日、６月４日、７月
２日、８月６日、９
月３日、１０月１

日、１１月５日、１
２月３日、１月７

日、２月４日、３月
４日（予定）

・市協議会についての報告
・地域課題の共有・検討
・定例会の内容検討
・北部相談支援事業所連絡会についての確認・報告
・各ワーキング活動の進捗状況についての確認
・次年度の活動についての検討

区定例会

２回開催

①７月８日　②２月
２５日

①７月８日
・令和６年度　多摩区地域自立支援協議会の活動予定
について
・講話（多摩区役所危機管理担当より）「災害時にお
いて、施設として備えること」
・グループワーク
②２月２５日（予定）
・令和６年度　多摩区地域自立支援協議会の活動報告
・自分の暮らす地域を知る
・事例を通じてのグループワーク

相談支援事業所連絡会

5回開催

6月26日、8月27
日、10月21日、12
月11日、2月12日

①（通算）第6回令和6年6月26日（水）
16事業所23名　全体44名
地域相談支援センターひまわり　小野寺氏より事例提供
ゲスト：百合丘包括支援センター佐藤氏
「高齢の両親と障害の本人を高齢と障害支援で連携したケース」

②第7回令和6年8月27日（火）
11事業所15名　全体31名
地域相談支援センター柿生　漆山氏より事例提供
「意思表明の真意に疑問がある方へのアプローチについて」

③第8回令和6年10月21日（火）
14事業所18名　全体34名
地域相談支援センターいろはにこんぺいとう　篠田氏
れんげ草　山本氏　GHなかのしま　酒井氏　より事例提供
「地域生活を送る軽度知的障害の方へ支援チームと違う働きかけがあった中で連携し
たケースについて」

④第9回令和6年12月11日（月）
14事業所24名　全体47名
計画相談たまフレ！田中氏より事例提供
「就労移行支援事業所に通う利用者と支援者の距離の取り方について」

⑤第10回令和7年2月12日（水）
12事業所15名　全体29名
アライフ相談室　岡野氏より事例提供
「就労を希望する重複障害を抱えた方の支援について」

事務局会議令和6年4月18日、6月6日、7月29日、9月24日、11月13日、令和7年1月14
日、3月11日(予定)

ワーキング

準備会(4/9、
5/1、5/21、
7/16、8/20、

10/15)、１２月１
７日　家事援助

ワーキング報告会
を開催。

詳細は「ワーキング実施報告書」参照
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　　多摩区地域自立支援協議会　令和６年度家事援助ワーキング実施報告書

地域課題 自立に向けた家事援助サービスの展開　「家事援助ワーキング（２年目）」

取組成果

・ヘルパー事業所と相談支援事業所、それぞれ大変なことの悩みを共有することが
出来た。
・ヘルパー事業所と相談支援事業所の日々の取組み、困りごとを共有出来た。
・ヘルパーさんの下記状況を知ることが出来た。
　・主なヘルパーさんが６０～８０代の方が多い。
　・相談支援専門員よりも、ヘルパーさんとの関係性が強い傾向がある。
　・直行直帰で利用者さんの家に訪問することが多く、ヘルパーさんが一人で抱え
やすく、孤立しやすい。
　・現場に入っているヘルパーさんのモチベーションが上がりにくい。
　・相談支援員から質問されると「問題ありません」と答えがち。
・自立支援に向けた支援をヘルパーさんがするには、ヘルパー事業所のサービス責
任者や相談支援専門員のサポートがないと、ヘルパーさん自身でするにはハードル
が高い状況だとわかった。ヘルパーさん自身を支えるしくみも必要だと思われる。

→ヘルパーさんへの支援者支援の必要性が見えてきた。
　相談支援員からもヘルパーさんが丁寧に支援をしてくれていることに感謝する大
切さを再認識。

残された課題

・ヘルパーさんのモチベーションが上がる工夫。
・ヘルパーさんも含めた支援者がふらっとこれ、話が出来る場があったらいいので
は。
アンケート結果より、
　・ヘルパー事業所と相談支援事業所の定期的に集まる会があるといい（数名）

目標
ヘルパーが障害者の特性を理解し、利用者さんの自立に向けた障害福祉サー
ビス（居宅介護（家事援助））を展開できるようになる。

取組経過

令和５年度に家事援助サービスを行っている事業所にアンケートをした結
果、・ヘルパー事業所と相談支援事業所との密な連携と情報提供（ストレン
グス、希望、目標）が必要なことがわかった。「できないことをできるよう
にする支援」　→「できることを後押しする支援」への展開を計る為、準備
会(4/9、5/1、5/21、7/16、8/20、10/15)を行う。
令和６年１２月１７日　家事援助ワーキング報告会を開催。１．令和５年度
に訪問介護事業所へ実施したアンケート調査報告、２.ヘルパーの１日、相
談支援専門員の１日、３．グループワーク（うちのヘルパー事業所の強み、
うちの相談支援事業所の強み）
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【その他、次年度に向けて】 令和7年度麻生区地域自立支援協議会計画書参照

多摩区と合同で北部相談支援事業所連絡会として実施。

①（通算）第6回令和6年6月26日（水）
16事業所23名　全体44名
地域相談支援センターひまわり　小野寺氏より事例提供
ゲスト：百合丘包括支援センター佐藤氏
「高齢の両親と障害の本人を高齢と障害で連携し手支援したケース」

②第7回令和6年8月27日（火）
11事業所15名　全体31名
地域相談支援センター柿生　漆山氏より事例提供
「意思表明の真意に疑問がある方へのアプローチについて」

③第8回令和6年10月21日（火）
14事業所18名　全体34名
地域相談支援センターいろはにこんぺいとう　篠田氏
れんげ草　山本氏　GHなかのしま　酒井氏　より事例提供
「地域生活を送る軽度知的障害の方へ支援チームと違う働きかけがあった中で連携したケースについ
て」

④第9回令和6年12月11日（月）
14事業所24名　全体47名
計画相談たまフレ！田中氏より事例提供
「就労移行支援事業所に通う利用者と支援者の距離の取り方について」

⑤第10回令和7年2月12日（水）
12事業所15名　全体29名
アライフ相談室　岡野氏より事例提供
「就労を希望する重複障害を抱えた方の支援について」

事務局会議：令和6年4月18日、6月6日、7月29日、9月24日、11月13日、令和7年1月14日、3月11日

グループホームワーキング
居宅介護ワーキング

１１回開催

毎月第3水曜日
詳細は「ワーキング実施報告書」参照

令和6年度麻生区地域自立支援協議会　年間実施報告書

実施日時 内容・まとめ等

作成日：令和7年2月10日

区企画運営会議

１2回開催

毎月第1水曜日
15：00～17：00
（4月3日、5月1

日、6月5日、7月3
日、8月7日、9月4
日、10月2日、11
月6日、12月4日、
1月8日、2月5日、

3月5日）

・市協議会についての報告
・地域課題の共有・検討

・定例会の内容検討
・北部相談支援事業所連絡会についての確認・報告

・ワーキング活動の進捗状況についての確認
・次年度の活動についての検討

区定例会

2回開催

7月11日（木）
2月 3日（月）

①7月11日
麻生区地域自立支援協議会についての説明

令和6年度活動予定説明
グループごとに意見交換「お互いを知ろう」

参加者：事業所・当事者家族38名＋事務局13名、全体51名

②2月3日
麻生区協議会令和6年度活動報告

令和7年度活動予定説明
麻生区危機管理担当による「防災出前講座」
参加者：事業所30名＋事務局12名、全体42名

相談支援事業所連絡
会

5回開催

6月26日、8月27
日、10月21日、12
月11日、2月12日
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　　麻生区地域自立支援協議会　令和6年度グループホームワーキング実施報告書

地域課題

麻生区は障害者のグループホームが他区に比べて少ないため、これまでもグループホームのニーズが高かった地域であ
る。今後、地域包括ケアシステムが推進され、精神科病院や入所施設からの地域移行が促進される中で、受け皿として
のグループホームの役割がますます重要になってくると考えられている。
しかし現状として、行動障害のある方や支援困難は人はグループホーム入居が難しく、またそもそも需給のバランスが
とれていないため、住み慣れた地域での生活を望みつつも、遠方のグループホームを利用せざるを得ない状況の方もい
る。

取組成果

・連絡会を通じて、意見交換や情報共有することで利用者支援の困り感やノ
ウハウを共有することができた。
・ワーキングにGH職員が参加することで、現場の声を吸い上げ、共有するこ
とができた。
・今後の運営について、GH職員から直接話を聞くことができ、より現場に即
した運営方法について検討することができた。
・GH職員がワーキングに参加することで、互助会や地域連携会議に活かす
等、今後の連携強化に向けた取り組みを具体的に検討することができた。

残された課題

今後、連絡会等に協議会としてどの様に関わっていくのか、方向性がまだ定
まっていない。

目標
グループホームの利用者支援の困り感やノウハウを共有し、グループホーム
利用者がより安心して地域の中で生活できるようになる。

取組経過

・9月10日にグループホーム連絡会開催し、4事業所5名が参加し意見交換
行った。
・11月のワーキングからGH3事業所、職員3名が参加するようになった。
・1月28日に2回目の連絡会を企画したが、障施協GH分科会と日程が重なり、
中止した。
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　　麻生区地域自立支援協議会　令和６年度居宅介護ワーキング実施報告書

地域課題
居宅介護を利用したいが、ヘルパー不足やヘルパーが対応できることに限り
があるとして断られることがある。

取組成果

・アンケート実施により、事業所・利用者双方の思いを確認でき、事業所の
困り感や課題としていることを把握できた。
・アンケート結果をフィードバックすることで、それぞれの思いを共有する
ことができた。
・座談会を通じ、当事者の感謝の気持ちを事業所の方に伝えることができ、
ヘルパーの困り感を当事者の方に伝えることができた。
・茶話会を開催し、現場のヘルパーの思いを共有し、人材不足や研修費用な
どに課題があることを改めて確認した。

残された課題

実働しているヘルパーの声を吸い上げたいが、ヘルパーは実働時間のみの給
料のため座談会や茶話会を企画しても参加が難しく、ヘルパーの孤立の解消
が難しいという課題が見えた。

目標
利用者と居宅介護事業者、ヘルパーとの相互理解を深める。
支援者同士の関係を強化する。

取組経過

・6月・7月・8月に利用者・事業所それぞれにアンケート実施。利用者4名、
12事業所から回答を得た。
・アンケートの結果をもとに、11月14日「当事者と居宅介護事業所との座談
会」開催。当事者1名、5事業所8名の方が参加。
・アンケート、座談会の様子を各事業所に書面にてフィードバックした。
・事業所同士の連携強化を目的として2月26日「居宅介護事業所茶話会」開
催。3事業所4名の方が参加した。
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